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平
和
と
紛
争
予
防 

／
紛
争
解
決
月
間 

平
成
30
年
２
月
21
日
（
水
） 

西
名
古
屋
分
区
Ｉ
．Ｍ
． 

 

於 

名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト 

ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

57
名 

 
 

出
席
計
算
数 57

名
中
57
名
出
席 

出
席
率
１
０
０
％ 

前
々
回
出
席
率

94
・
00
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区
西
名
古
屋
分
区 

Ｉ
．Ｍ
．（
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

 

「
今
日
か
ら
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を 

奉
仕
活
動
を
通
じ
て
楽
し
も
う
」

 

16
時
00
分
～ 

受 

付 

16
時
30
分
～ 

第
一
部
《
本
会
議
》 

於 

16
Ｆ
「
ア
イ
リ
ス
」 

国
歌
「
君
が
代
」
及
び 

Ｒ
ソ
ン
グ
「
奉
仕
の
理
想
」
斉
唱 

実
行
委
員
長
挨
拶 

主
催
者
挨
拶 

特
別
出
席
者
ご
紹
介 

西
名
古
屋
分
区
奉
仕
事
例
発
表 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

テ
ー
マ
：
ロ
ー
タ
リ
ー
の
「
奉
仕
」 

次
期
西
名
古
屋
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、

次
期
Ｉ
．Ｍ
．ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
会
長
挨
拶 

 

18
時
30
分
～ 

第
二
部
《
懇
親
会
》 

於 

16
Ｆ
「
タ
ワ
ー
ズ
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
」

 

握
手
タ
イ
ム 

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
会
長
挨
拶 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区
ガ
バ
ナ
ー
祝
辞 

乾
杯 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト
に
よ
る 

素
敵
な
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
シ
ョ
ー 

祝
辞 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

「
手
に
手
つ
な
い
で
」
斉
唱 

20
時
30
分 

 

閉 

会 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

西
名
古
屋
分
区
Ｉ
．Ｍ
．開
催
を
祝
し
て
。 

 
 

岡
村 

隆
德
・
林 

 

順
治 

渡
辺
観
永
さ
ん
、
Ｉ
．Ｍ
．発
表
頑
張
っ
て

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

春
日
井
和
良 

渡
辺
観
永
さ
ん
、
フ
ァ
イ
ト
で
す
。 

 
 

 
 

近
藤 

明
美
・
竹
林 

正
人 

渡
辺
観
永
さ
ん
、
が
ん
ば
っ
て
！ 

 
 

 
 

杉
本 

忠
夫
・
近
藤
宏
一
郎 

渡
辺
観
永
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。 

 
 

 
 

髙
木 

政
義
・
前
田 

隆
久 

Ｉ
．Ｍ
．楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

渡
辺 

観
永 

  

本
会
議
（
第
一
部
） 

◆
主
催
者
挨
拶 

西
名
古
屋
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

宮
崎 

 

薫 

 

西
名
古
屋
分
区
の
皆
様
、本
日
は
当
分 

        

区
Ｉ
．Ｍ
．に
大
勢
の
会 

員
に
ご
参
加
い
た
だ
き 

ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し 

上
げ
ま
す
。
ま
た
斎
藤 

直
美
Ｒ
Ｉ
理
事
を
は
じ 

め
神
野
重
行
ガ
バ
ナ
ー
、 

そ
し
て
西
名
古
屋
分
区 

出
身
の
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー 

盛
田
和
昭
様
、
髙
橋
治 

朗
様
、
片
山
主
水
様
、 

近
藤
雄
亮
様
、
特
別
出 

席
者
の
皆
様
に
も
感
謝 

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
今
回
Ｉ
．Ｍ
．を
開
催
す
る
に
あ
た 

っ
て
、
過
去
開
催
さ
れ
た
Ｉ
．Ｍ
．レ
ポ
ー

ト
を
参
考
に
し
た
く
目
を
通
し
て
い
た

の
で
す
が
、
28
年
前
（
89-

90
年
度
）
に

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
の
ホ
ス
ト
で
開
催
さ
れ

た
時
に
は
Ｉ
Ｇ
Ｆ（In

te
rc

ity G
e
n

e
ra

l 

F
o
ru

m

）
と
の
呼
称
の
も
と
、
ほ
ぼ
丸

一
日
を
か
け
て
研
修
や
討
論
に
費
や
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
第
２
７
６
地
区
名
古

屋
第
１
分
区
と
い
う
時
代
で
、ガ
バ
ナ
ー 

は
盛
田
和
昭
氏
、
名
古
屋
第
１
分
区
代

理
は
加
納
泉
氏
で
し
た
。
そ
の
翌
年
か

ら
Ｉ
．Ｍ
．（In

te
rc

ity M
e
e
tin

g

）へ
と
変 

更
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
Ｒ
Ｉ
の
手

続
要
覧
の
変
更
に
よ
る
だ
け
で
は
な
く
、

盛
田
Ｐ
Ｇ
の
ご
提
案
で
「
単
に
名
称
変

更
だ
け
で
な
く
、親
睦
の
趣
旨
に
沿
っ
て 

知
り
合
い
、語
り
合
い
、寛
ぎ
合
う
時
間

を
持
と
う
」と
い
う
こ
と
で
、こ
の
時
か

ら
第
２
部
で
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
、
石
井
好
子
シ

ャ
ン
ソ
ン
・
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ウ
が
行
わ
れ 

ま
し
た
。
当
時
の
ガ
バ
ナ
ー
は
中
村
繁

男
氏
、
名
古
屋
第
１
分
区
代
理
は
嶺
木

一
夫
氏
、
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
名
古
屋
瑞
穂

Ｒ
Ｃ
会
長
は
髙
村
博
三
氏
で
し
た
。 

そ
の
時
、私
の
心
に
強
く
残
っ
て
い
る 

の
が
盛
田
Ｐ
Ｇ
の
講
話
で
、か
い
つ
ま
ん 

で
ご
紹
介
し
ま
す
と
口
ー
タ
リ
ア
ン
の

あ
る
べ
き
姿
を
ゴ
ル
フ
に
例
え
て
の
お

話
で
、「
ゴ
ル
フ
に
は
多
く
の
ル
ー
ル
が

あ
り
、
ま
た
時
々
改
定
も
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
全
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
ル
ー
ル

ブ
ッ
ク
を
読
み
精
通
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
ら
な
け
れ
ば
プ
レ

ー
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
と
て
も
難
し

い
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
こ
と
で
、
嫌
に
な

っ
た
り
、
や
り
た
い
と
は
思
わ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
、実
際
は
多

く
の
人
が
楽
し
く
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
最
低
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
わ
き
ま
え
て
い
る
こ
と
で
、
一
緒
に

プ
レ
ー
す
る
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

が
な
い
か
ら
で
す
。」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
今
と
い
う
時
は
時
代
の
変
遷
を
経

て
あ
る
わ
け
で
す
が
、
我
々
が
直
面
し

て
い
る
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
の
「
量
か
質

か
」と
い
う
課
題
に
対
し
て
、素
晴
ら
し

い
示
唆
を
与
え
て
下
さ
っ
て
い
た
の
だ
、

と
改
め
て
感
じ
ら
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。 

手
続
要
覧
を
精
読
し
理
解
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
そ
の
前
に
職
業
人
と

し
て
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
し
て
の
、マ
ナ

ー
と
品
格
を
高
め
る
と
い
う
原
点
を
揺

る
が
せ
な
い
こ
と
が
最
も
優
先
さ
れ
る

べ
き
で
す
。
そ
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
を
そ

ん
な
に
難
し
く
考
え
な
い
で
、
先
ず
は

み
ん
な
で
手
が
け
る
奉
仕
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
楽
し
み
を
見
つ
け
、
以
っ

て
無
関
心
口
ー
タ
リ
ア
ン
を
無
く
す
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 
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我
々
の
仲
間
の
口
ー
タ
リ
ア
ン
が
実

行
し
て
い
る
素
晴
ら
し
い
奉
仕
活
動
の

事
例
発
表
に
耳
を
傾
け
、
今
後
の
奉
仕

活
動
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。
そ
し
て
先
ず
は
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
！ 

  

本
会
議
（
第
一
部
） 

◆
西
名
古
屋
分
区
奉
仕
事
例
発
表 

１
．「
森
の
防
潮
堤
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

／
名
古
屋
瑞
穂
Ｒ
Ｃ 

２
．「
和
っ
と
大
須
」
大
須
大
茶
会
・ 

 

大
須
な
う
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

／
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

発
表
者
：
渡
辺 

観
永 

事
前
に
高
校
生
以
上
の
若
者
を
対
象

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
「
一
度
は
経
験

し
て
み
た
い
日
本
の
伝
統
文
化
」
の
結

果
を
元
に
企
画
を
練
り
、
地
域
振
興
・

青
少
年
育
成
を
軸
に
財
団
百
周
年
の
お

祝
い
と
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
活
動
を
よ
り

多
く
の
人
達
に
知
っ
て
頂
く
為
に
財
団

地
区
補
助
金
を
活
用
し
た
社
会
奉
仕
活

動
と
し
て
実
施
し
た
。 

２
０
１
６
年
11
月
23
日
大
須
観
音

本
堂
に
お
い
て
松
尾
流
家
元
に
よ
る
供

茶
式
を
皮
切
り
に
、
本
堂
１
階
ホ
ー
ル

に
松
尾
流
特
別
茶
席
を
設
け
て
の
呈
茶
、 

        

境
内
に
は
ロ
ー
タ

リ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

茶
席
を
設
え
、
雅

楽
演
奏
が
優
雅
に

響
く
な
か
、
広
く

市
民
の
方
々
に
お

茶
を
楽
し
ん
で
頂

い
た
。
茶
会
で
は

愛
知
少
年
院
の
生 

徒
が
作
っ
た
抹
茶
茶
碗
を
使
い
、
ま
た

同
様
の
更
生
施
設
で
作
ら
れ
た
数
々
の

授
産
品
物
販
会
も
実
施
し
、
盛
況
に
終

り
更
正
保
護
事
業
へ
の
理
解
啓
蒙
活
動

も
行
う
こ
と
が
出
来
た
。 

こ
の
お
茶
会
の
模
様
を
題
材
と
し
た

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
同
時
開
催
し
多

く
の
投
稿
を
頂
き
、
審
査
の
上
２
０
１

７
年
２
月
11
日
に
表
彰
式
、
作
品
展
示

を
一
週
間
に
わ
た
り
金
山
南
ビ
ル
公
開

空
地
に
て
行
い
こ
の
事
業
を
終
了
し
た
。 

 

こ
の
「
和
っ
と
大
須
・
大
須
大
茶
会
」

は
第
31
回
国
民
文
化
祭
・
あ
い
ち
２
０

１
６
の
応
援
事
業
に
も
認
定
さ
れ
て
い

る
。
日
本
の
伝
統
文
化
「
茶
会
」
を
庶

民
の
街「
大
須
」で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

大
須
の
地
域
活
性
化
、
青
少
年
育
成
、

ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
た
と
確
信
し
て
い
る
。 

こ
の
社
会
奉
仕
事
業
は
16-

17
年

度
Ｒ
Ｉ
意
義
あ
る
業
績
賞
を
頂
く
こ
と

が
で
き
た
。 

 ３
．バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
多
目
的 

サ
イ
ク
口
ン
・
シ
ェ
ル
タ
ー
建
設 

／
名
古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ 

４
．ワ
ー
ル
ド
フ
ー
ド
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ 

／
地
区
Ｗ
Ｆ
Ｆ
実
行
委
員
会 

             

懇
親
会
（
第
二
部
） 

於 

「
タ
ワ
ー
ズ
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
」

 

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
イ
ト
に
よ
る 

素
敵
な
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
シ
ョ
ー 

（
宝
塚
Ｏ
Ｇ
シ
ョ
ー
）

 

              

 

 

           
 

 
 

 

「
や
さ
し
い
大
須
」
街
づ
く
り 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
例
会 

平
成
30
年
３
月
８
日
（
木
） 

12
時
00
分
～
14
時
30
分 

於 

ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル
３
Ｆ 

中
区
大
須
４-

９-

60 

第
一
部
： 

地
区
補
助
金
事
業
活
動
報
告
例
会 

（
贈
呈
式
・
表
彰
式
） 

12
時
30
分
～
13
時
30
分 

於 

３
Ｆ
ア
プ
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム 

電
動
車
椅
子
贈
呈
、
お
出
か
け
マ
ッ
プ 

の
発
表
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰 

第
二
部
：「
大
須
文
庫
」
講
演
会 

歴
史
と
庶
民
の
町
大
須 

「
奇
跡
の
大
須
文
庫
」で
歴
史
と
文
化
に
ふ
れ
る 

「
知
ら
れ
ざ
る
書
物
の
王
国
、 

大
須
観
音
の
秘
密
の
扉
を
開
く
」 

名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
科
人
類
文

化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長 

阿
部 

泰
郎 

教
授 

13
時
40
分
～
14
時
30
分 

於 

４
Ｆ
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム 

大
須
観
音
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
国
宝
・
文

化
遺
産
「
大
須
文
庫
」
の
歴
史
的
価
値
、
特

徴
の
紹
介
を
通
し
て
大
須
の
文
化
・
歴
史
を

広
く
市
民
に
伝
え
る
講
演
会
を
開
催
す
る
。

広
く
市
民
に
周
知
し
て
頂
く
た
め
一
般
参
加

を
呼
び
か
け
る
。 

          

３
月
８
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

地
区
補
助
金
事
業
「
や
さ
し
い
大
須
」 

街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
例
会 

・「
大
須
文
庫
」
講
演
会  

於 

ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル  

12
時
00
分
～
14
時
30
分  

お
食
事
：
12
時
00
分
～
12
時
30
分 

３
月
15
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

会
員
卓
話 

「
事
業
承
継
と
１
０
０
年
の
歩
み
」 

 

吉
田 

隆
彦  

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

大
原 

敏
正
・
杉
浦 

令
淑 

髙
田 

知
史 

 
 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

  

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 

◆パネルディスカッション 

  テーマ：ロータリーの「奉仕」 

 


